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本三戸八幡宮とは
初代南部光

みつゆき

行が承久2年（1220）に甲斐国から勧請したとの伝承が残る。江戸時代に盛
岡藩では、本三戸八幡宮（南部町）・盛岡八幡宮（盛岡）・櫛引八幡宮（八戸）の3社を他
の神社と区別し、別格扱いで庇護した。例大祭には必ず藩主の代参が行われた上、本三戸
八幡宮の修理・改修普請は藩費で賄われた。流

や ぶ さ め

鏑馬神
し ん じ

事の射
しゃしゅ

手は盛岡から派遣されたこと
からも、南部氏旧地の八幡宮として歴代藩主の崇敬を集めてきたことが伺われる。本殿に
は室町時代に遡る銅板の懸

かけぼとけ

仏が納められており、その歴史は聖寿寺館段階にまで遡ると考
えられる。

青森県内で、江戸時代初期の慶長期と推定される建造物は、これまで弘前八幡宮本殿をは
じめ弘前市内に7か所（16棟）確認されていましたが、青森県内では8か所目の確認、県南地
方でははじめての確認となり、南部氏に関連する木造建造物としても最古級のものと位置付
けられます。
これらの建物や棟札等について、文献史料が少ない三戸南部氏を物語る数少ない資料群で

あるとともに、その一括性が高く評価できることから、町として、将来的な文化財指定を目
指していく予定です。

永禄元年（1558）建立の鹿島神社本殿の蟇股

慶長期建立と推定の本三戸八幡宮本殿の蟇股 寛文3年（1663）の棟札抜粋

  本
も と

三
さ ん の へ

戸八
は ち ま ん ぐ う

幡宮本殿は　江戸時代慶長期建造か
～南部氏関連の木造建造物として最古級～

広報なんぶちょう 8月号 2



本三戸八幡宮は、門前集落の西に位
置し、三戸南部氏の中心居館であった
聖寿寺館跡から南へ約200mの場所に鎮
座しています。
町による詳細測量の結果、つづら折

りの出入口（虎口）や土塁が確認され
たことから、本三戸八幡宮の立地する
台地全体が元々は中世城館であったと
考えられます。
令和6年1月から山形大学工学部の永

井康雄教授や大学院生、東北史学会の
若松啓文氏らが町教育委員会とともに
調査を実施しました。
本殿の実測及び古記録、棟札、建築

意匠の調査・比較検討の結果、特に
本殿の正面や左右の軒下に配置された
蟇
かえるまた

股の形式が、永
えいろく

禄元年（1558年）建
立の鹿島神社本殿（岩手県北上市）に
極めて近いことから、中世末から近世
初頭の建築と推定されました。
また、若松氏は本殿に納められていた24枚の棟札等を調査したところ、江戸時代前期から

明治19年（1886）のものであることが判明し、近世から近代を通じておそらく欠くことなく
一体として保存されてきたと考えられます。
特に、寛文3年（1663）の棟札には、慶長18年以来、51年ぶりの本殿の修理であると記載

されていることから、本殿が慶長期（1596～1615）の建築である可能性が極めて高いことが
明らかとなりました。一方で、棟札には葺き替えとも記載されいることから、慶長18年の修
理が大規模改修ではなく、本殿屋根の葺き替えであった可能性も考えられることから、建物
の年代は慶長期よりもさらにさかのぼる可能性もあります。

本三戸八幡宮本殿

本三戸八幡宮の棟札調査風景

　教育委員会では、北東北最大の戦国大名・三戸南部氏の氏神であった本三戸八幡宮（小
向地区）について、建築史や文献史、金工史の各専門家の助力を得ながら令和5年度より
総合的な調査を実施しています。
山形大学教授永井康雄氏らの調査チームによる本殿の調査の結果、建物の彫刻や蟇

かえる

股
また

な
どの細部意匠が近世初頭の様式を示しており、寛

かんぶん

文3年（1663）の棟
むな

札
ふだ

に記されていたとおり、
慶
けいちょうき
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●ももううけけ話話ははままずず疑疑うう
勧められたサイトやアプリ上では利益が出ているように見えても、見せかけの

偽データである可能性があります。

●指定された振込先が個人の口座だったら絶絶対対にに振振りり込込ままなないい

●取引の仕組みがよくわからなければ契契約約ををししなないい

投資に関するトラブルに注意！

消費者情報

事 例

で知り合った人から （外国為替証拠金取引）

での投資を勧められ、アプリをインストールして指定

口座に５万円振り込んだ。

アプリを確認すると利益が出たように見えたの

で信用し、その後も何度もお金を振り込んだ。

後日もうかった分を出金しようとしたら、手数料が必

要と言われたため支払った。

その後も出金はできず、問い合わせても返事

がこなくなった。支払った金額は合計 万円

以上にものぼった。

何度もお金を振り込んだ。

後日もうかった分を出金しようとしたら、手数料が必

出金はできず、問い合わせても返事

万円

ＳＮＳやマッチングアプリ、知人・友人からの勧誘による投資の
トラブルが増えています

い や や「おかしいな」「困ったな」と思ったら…

※最寄りの市町村や都道府県の消費生活センター等をご案内する全国共通の 桁の電話番号です。

トラブル回避のアドバイス

消消費費者者ホホッットトラライインン ☎１１８８８８

問合せ ▶住民生活課 ☎ ▶八戸市消費生活センター ☎
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子育て支援金交付式が７月８日、役場で行わ
れ、新入学児童ランドセル購入費支援金や高校
生修学支援金を保護者に手渡しました。

石井昌孝さん（沖田面）は「ありがとうござ
います。子どもが大切にしてくれるランドセル
を購入したい」と笑顔を見せていました。

子育て支援金

町の人権擁護委員を長年務められた功績から、
日渡文雄さん（鳥舌内）に法務大臣から感謝状
が、八戸人権擁護委員協議会から記念品が贈ら
れました。

7月23日に役場で伝達式が行われ、青森地方
法務局八戸支局の小野雅之支局長から感謝状
が、元沢正光協議会会長からは記念品が手渡さ
れました。

元人権擁護委員の
日渡さんに感謝状

三戸地区交通安全協会福地支部（藤嶋昭雄支
部長）と三戸地区交通指導隊福地支隊（夏堀徹
支隊長）が7月8日、福地支部管内で交通死亡事
故ゼロ1500日を達成し、三戸警察署（田中光男
署長）と三戸地区交通安全協会（八木田憲司会
長）から表彰状が贈られました。

報告に訪れた瀧田恵三副支部長と田中順子副
支隊長は「2000日達成を目指し、今後も皆さん
と協力して頑張っていきます」と話しました。

福地支部管内
交通死亡事故ゼロ1500日

支援金を受け取った石井さん親子

感謝状が贈られた日渡さん（右から2人目）役場を訪れた瀧田さん㊥と田中さん㊧

町では、物価高騰等の影響を受けている65歳
以上の方が、速やかに暮らしの支援を受けられ
るように、高齢者応援商品券を交付。7月14日、
役場で交付式を行いました。

対象者を代表して交付を受けた方は、「こう
いった支援は嬉しい」と話しました。

南部町高齢者応援商品券

商品券を受け取る代表者
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ジュノハート初競り
ハートビート　9粒で40万円の高値

ジュノハートの初競りが、6月26日に南部町
営市場で行われ、それぞれ9粒入りの、ハートビー
ト5箱とジュノハート30箱が競りにかけられま
した。

ハートビートの最高値は40万円。競り落とし
た西豊商店の西舘昌

しょうえい

永さんは、「昨年を超える
額で落とせたので良かった。町が主産地のジュ
ノハートと南部町営市場を、併せて知ってもら
えるきっかけになれたらという思いで、競り落
としました」と話しました。

生産者の石橋和貴さんは、「最高値を取った
のは初めてでびっくり。今年は昨年よりも収量
はあるが、寒暖差が少ないため着色で苦労して
いる。それでもいいスタートが切れた」と笑顔
を見せました。 ハートビート

敬老祝金と顕彰状を受け取った岩間さん（前列㊧）

100歳の長寿を祝福
佐々木あい子さん、岩間いつさんに敬老祝金

6月12日生まれの佐々木あい子さん（虎渡）
と6月30日生まれの岩間いつさん（剣吉）が100
歳の誕生日を迎えられ、町から敬老祝金が贈ら
れました。

誕生日当日、佐々木さんはデイサービスセン
ターで、岩間さんは自宅で、それぞれ施設関係
者やご家族が見守るなか、工藤町長から顕彰状
を受け取りました。

佐々木さん、岩間さん、お誕生日おめでとう
ございます。これからも元気で長生きしてくだ
さい。

敬老祝金と顕彰状を受け取った佐々木さん（前列左から2人目）

石橋さん（左から2人目）と西舘さん（同3人目）の記念撮影

ズームインなんぶ
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南部町こども家庭センター
ぴよすく通信

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　問合せ　問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

1歳6か月児健康診査 R5.11～R6.1生 8月21日（木） 12時15分～12時45分
健康センター2歳児歯科健康診査 R4.12～R5.2生 8月28日（木） 12時15分～12時45分

乳幼児健康診査 R7.3～R7.5生 9月4日（木） 12時15分～12時45分

福地こども園 ☎0178-51-9756
わくわくひろば（体験活動）　（金）・9時30分～11時
▶8月8日　つみきあそび
▶8月22日　砂あそび
▶8月29日　お誕生会
▶9月5日　ミラーマットであそびましょう
つどいのひろば（自由活動）　（水）・9時30分～11時
　8月20・27日、9月3日
子育てサークルにこちゃんクラブ　（月）・10時～12時

　8月18・25日、9月1日

なんぶこども園 ☎0179-23-0505
こすもすクラブ（体験活動）　（水）・10時～12時
▶8月20日　誕生会　▶9月3日　スタンプあそび
▶9月10日　運動あそびをしよう
サークルちびこす　（火）（木）・9時～14時

　8月7・19・21日、9月2・4・9・11日

チェリーこども園 ☎0178-51-8585
ぴっぴクラブ　※要予約　（木）・9時30分～11時
▶8月7日　水あそび　▶8月21日　季節の製作「すいか」
▶8月28日　ベビーマッサージ講座③

▶9月4日　裏山であそぼう　▶9月11日　季節の製作「お月見」

認定こども園�あかね幼稚園 ☎0178-76-1801
ハッピークラス　※要予約　（火）・10時～11時30分
▶8月26日　水あそびをしよう
▶9月9日　親子でわらべうた　▶9月16日　みんなで秋探し

不妊専門相談のご紹介

おいでよ！
子育て支援センター

不妊や不育症に悩む夫婦等に対し、医学
的・専門的な相談や心の悩み等について専
門医が相談に応じ、治療に関する情報提供
を行います。
利用できる方　八戸圏域に住所を有し、不

妊や不育症で悩む夫婦等
相談日　8月23日（土）、9月17日（水）、

10月15日（水）、11月15日（土）、12月
17日（水）、令和8年1月14日（水）、2月
14日（土）、3月18日(水)

時間　水曜日　16時～17時
　　　土曜日　15時～16時
相談方法　面接相談（1組30分・無料）
場所　八戸市保健所
　　　（八戸市田向3丁目6-1）

申込方法　相談日の1週間前までにお電話
でお申し込みください。
受付時間　9時～16時
　　　　　(土日祝日・年末年始除く)
申込み　性と健康の相談センター
　　　　（八戸市保健所すくすく親子健康課）
　　　　☎0178-38-0714

今月のぴよすくひろば
日時　8月27日（水）9時～16時
場所　健康センター子育てルーム

問合せ　こども家庭センター（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100
子 育 て メ ー ル 　kosodate@town.aomori-

nanbu.lg.jp
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パート2

がん検診受診の勧め

南部町の現状について
南部町の死因別死亡率はがん（悪性新生物）が一番高く、次いで心疾患、脳血管疾患となっています。

また、65歳未満の死因においても約2割を占めており、部位別でみると男性は肺がん、女性は乳がんが
多くなっています。

健診（検診）は家族の未来を守る第一歩
がんは日本人の死亡原因の第1位にあげられる病気です。初期のがんは自覚症状がほとんどなく、気

付いた時には進行しているケースが少なくありません。一方で、早期に発見して治療することで完治
する可能性が高まり、死亡率を大幅に下げることができます。

早期発見のためには、定期的ながん検診を受けることが非常に重要です。がん検診を受診することは、
自分自身の命を守り家族の未来を守る大きな一歩となります。

問合せ・申込み　健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7100

「すこやか南部」通信

図1.南部町の死因別死亡率の推移（人口10万対） 出典：令和5年青森県人口動態統計

南部町ではこれから集団健診を予定しております。健診(検診)の他にも、がん検診で精密検査を受
診した際の助成事業や、治療後のアピアランスケア用品（単体で補正機能を有する下着および乳房の
補正パッド等、ウィッグおよび毛髪付き帽子等）の購入助成も行っておりますのでぜひご活用ください。

これから予定している集団健診
8月19日（火）～21日（木）　ゆとりあ
9月5日（金）　ふれあい交流プラザ
10月10日（金）　南部公民館
11月11日（火）　ゆとりあ（女性がん検診のみ）
12月14日（日）　ゆとりあ

がん検診や治療後に関する助成事業
▶がん検診初回精密検査費助成事業
▶アピアランスケア用品購入助成事業

※詳しくは健康こども課にお問い合わせください。
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達者de健康相談　～今より “達者”な自分のために～

開催日　8月25日（月）
　　　　9月8日（月）・22日（月）
時間　9時30分～12時・13時30分～17時
※当日15時までにお電話で予約してください。
※17時以降に利用を希望される方は、前週金

曜日までにご相談ください。
場所　健康センター2階　運動指導室
内容　�健康・栄養相談（フードモデルを利用し

た食事バランスチェックもできます）、
血圧・体組成（体脂肪・筋肉量など）・血
管年齢・骨密度・内臓脂肪量（20歳～74
歳対象）測定、健康器具の利用　等

健康センターで健康相談を開催しています。
血圧などの測定や健康器具（ルームランナー、
エアロバイク）を利用した運動を行い、生活習
慣の改善に向けた一歩を踏み出してみませんか?
※相談は無料で受けることができます。
※各種測定をする場合、1人45分程度かかります。
※健康器具の利用は、1回20分以内です。
※直近の健診結果票をお持ちの方は、ご持参く

ださい。
※健康マイレージポイントの対象と
　なります。
問合せ・申込み　�健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7100

児童扶養手当のお知らせ
児童扶養手当は、離婚・未婚などによるひと

り親や、父母に代わり児童を養育している方な
どに対して手当が支給される制度です。

原則として、児童が18歳に到達する年の年度
末まで支給されます（児童が政令で定める障が
いを有する場合は20歳未満まで支給）。

なお、支給要件や所得制限、公的年金等の金
額により、手当が支給されない場合があります。

手続きに必要な書類は、個別の事情により異
なりますので、申請の際はお問い合わせください。

手当の支給
認定された場合、認定請求をした月の翌月分

から支給対象となり、奇数月にそれぞれの支払
月の前月までの2か月分が支給されます。
手当の認定を受けた方へ

引き続き手当の支給を受けるためには、毎年
8月に現況届の提出が必要ですので、期限まで
に手続きをお願いします。

また、住所、振込口座の変更や扶養する児童
の増減等があった場合は、健康こども課へ届け
出ください。

手当の月額（令和7年4月）
区分 全部支給（月額） 一部支給（月額）

児童1人の場合 46690円 46680円～11010円

児童2人目以降の加算額（１人につき） 11030円 11020円～5520円

※請求者本人、配偶者、扶養義務者の所得に応じて支給金額が決定されます。

問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
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ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、最初
に作られた薬（先発医薬品:新薬）の特許期間
満了後に、有効成分、用法、効能、効果が同等
の医薬品として申請され、厚生労働省の認可の
もとで製造・販売された医薬品です。新薬より
安価であるため、ジェネリック医薬品を利用す
ることで自己負担を軽減するとともに、医療費
節約で医療保険制度の安定にもつながります。

ジェネリック医薬品を希望するときは、まず
医師にその旨を伝え、その選択や使用法につい
ては薬剤師と相談してください。

なお、直接話しにくい場合は、「ジェネリッ
ク医薬品希望カード」をマイナ保険証などと一

緒に医療機関等の窓口に提示していただくか、
「ジェネリック医薬品希望シール」をおくすり
手帳などに貼ってください。
※すべての医薬品にジェネリック医薬品がある

とは限りません。
※治療内容によっては、ジェネリック医薬品を

処方できない場合もあります。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-76-3323

ジェネリック医薬品を利用しましょう

「お薬代負担軽減のご案内」の送付について
ジェネリック医薬品に切り替えるとお薬代が安くなる可能性がある方へ、「お薬代負担軽減のご案内」

を8月末に送付し、どのくらい安くなるかをお知らせします。ジェネリック医薬品の利用を希望する方は、
医師や薬剤師にご相談ください。

問合せ　青森県後期高齢者医療広域連合　☎017-721-3821

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

振込口座の変更届出について
高額療養費等の給付申請の際に届出した振込口座に変更（解約・金融機関の店舗統廃合等）があったと

きは、必ず健康こども課へ届出してください。
届出がないと、振り込みができなくなりますので、お早めの届出をお願いします。

問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-76-3323

交通事故等にあったとき
交通事故や暴力等、第三者（自分以外の人）の行為によって負傷され、後期高齢者医療保険を使って治

療を受けたときは、必ず健康こども課へ届出してください。また、自損事故の場合も届出が必要です。
詳細については、お問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  問合せ　健康こども課（健康センター）    ☎0178-76-3323
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  青森県後期高齢者医療広域連合　☎017-721-3821
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からだ元気教室　参加者募集
町では、つかまらないと立ち上がれない、買

い物に行くのが大変になってきたなど、運動機
能が低下して生活に支障がある65歳以上の方を
対象に「からだ元気教室」を開催しています。

専門職が対象の方の状態に合わせて計画した
プログラムを、週1回（全12回）実施し、昨年
度は参加者の約74%が、体力測定で改善が見ら
れました。

参加希望の方は、ぜひ、お問い合わせください。

子宮頸がん予防ワクチン　キャッチアップ接種の延長
公費によるキャッチアップ接種期間が、2026

年3月末まで延長となりました。
全ての接種が完了するまでに約6か月必要で

すので、期間内に、計画的に接種することをご
検討ください。

対象者（全てに該当する方）
▶平成9年4月2日～21年4月1日生まれの女性
▶令和4年4月1日～7年3月31日までに1回以上ワ

クチン接種をし、接種が未完了の方

接種費用　無料

接種回数　計3回（同じ種類のワクチン）

留意事項
▶医療機関への予約が必要です。
▶接種当日は、母子健康手帳（接種済証）と予

診票を必ずご持参ください。
▶予診票を紛失した場合は再発行しますので、

お問い合わせください。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

参
加
者
の
声

肩までしか上がらなかった腕
が、頭の方まで上がるように
なりました（70代・女性）

足腰が弱っていたのですが、
床から自分で立ち上がれるよ
うになりました（70代・男性）

教室参加後は、ペットボトル
のキャップが開けやすくなり
ました（80代・女性）

対象者　基本チェックリストにより判定
日時　11月19日～2月18日の水曜日
　　　13時～14時30分（年末年始・祝日除く）
場所　旧名川ドライフラワーセンター
参加料　4800円（400円×12回）
定員　8人
問合せ・申込み
　地域包括支援センター（健康センター）
　☎0178-76-2555
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ヘルプマーク・ヘルプカードを配布しています

ヘルプマークやヘルプカードは、外見からは
判断できなくても、援助や配慮が必要な方が身
に着けることで、災害時や緊急時に手助けを求
めるときに、どのように支援してほしいかを伝
えられるものですので、対象の方はご活用くだ
さい。

また、これらを身に着けた方を見かけときは、
思いやりのある行動をお願いします。

対象者　義足や人工関節を使用している方、内
部障がいや難病の方、妊娠初期の方、ろう者や
聴覚障がいの方など、援助や配慮が必要な人
具体的な活用例
▶重い荷物を持ち移動する際などに、周囲の人

に助けを求めることができる。
▶人混みや、大きな音が苦手であることを伝え

られる。
▶発作が起きたとき、薬の場所を伝えられる。
▶助けが必要なときに、家族の連絡先を伝えら

れる
問合せ・申込み・配布場所
　福祉介護課（健康センター）
　☎0178-60-7101

8月～10月「労働委員会委員による労働相談会」
個別の労働者と事業主との間に生じた労働問題（解雇・賃金引上げ・労働時間・パワハラなど）について、

青森県労働委員会委員が相談に応じます。
開催日時及び場所

開催日 時間 場所
9月2日（火） 13時30分～15時30分

青森県労働委員会（東奥日報新町ビル4階）
9月21日（日） 10時～12時
10月5日（日） 10時～12時 弘前市総合学習センター（弘前市）
10月7日（火） 13時30分～15時30分 青森県労働委員会（東奥日報新町ビル4階）
10月19日（日） 10時～12時 ユートリー（八戸市）
10月26日（日） 10時～12時 青森県労働委員会（東奥日報新町ビル4階）

対象者　県内の労働者・事業主
対応者　青森県労働委員会委員
　　　※青森県労働委員会とは　�青森県の行政機関の一つ。労働問題について専門知識を持つ、公益委員

（弁護士等）、労働者委員（労働組合役員等）、使用者委員（会社経営者等）
で構成されており、中立・公正な立場で労働時間を解決する。

その他　費用無料、秘密厳守、随時受付（予約優先）

問合せ　青森県労働委員会事務局　☎017-734-9832　　FAX 017-734-8311
　　　　リンク https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/roi/roi-sodankai.html
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令和７年度青森県統計グラフコンクール作品を募集します
県では、統計の普及と表現技術の向上を図る

ため、毎年「青森県統計グラフコンクール」を
実施しています。あなたの興味のある事柄につ
いてデータを集め、グラフや絵などを組み合わ
せてポスター作品として表現してください。
応募資格　県内在住の小学生以上の方
作品の規格等　県庁ホームページ参照　
　「青森県　統計グラフコンクール」　で検索

締切日・提出先
▶小・中学生
　8月26日（火）までに通学している学校へ
▶高校生以上
　9月1日（月）までに青森県統計分析課へ

問合せ　青森県庁統計分析課　管理・普及グループ
　　　��☎017-734-9164

「ほっとスルメール」は火災情報・気象情報
などの安全・安心情報についてメールや専用ア
プリで配信していますが、南部町公式LINEア
カウントでも情報を受けとることが可能になり
ます。町公式LINEでは防災行政無線放送の内
容も配信されますので、ぜひ「お友だち登録」
をお願いします。
サービス開始予定　9月
配信情報　火災情報、気象情報、ライフライン

情報、防犯情報、防災行政無線

友だち追加方法
▶ LINE友だち追加の ID検索で「@aomori-

nanbu.town」と入力、または公式アカウント
で「青森県南部町」を検索して追加
▶二次元コードを読み込んで追加
問合せ
▶ほっとスルメールに関すること
　総務課　☎0178-76-2111
▶町公式LINEに関すること
　企画財政課　☎0178-38-5960

町公式LINEアカウントとほっとスルメールの連携を開始します

携帯電話ショップのスタッフにご協力いただ
き開催しているスマホ教室について、好評につ
き開催日を追加します。

町公式LINEやほっとスルメールの登録につ
いてサポートするほか、スマートフォンの各種
操作について相談できます。費用は無料です。
※事前の申し込みは不要です。
※内容によっては、ご希望に沿うことができな

い場合があります。

開催日 8月13日（水）・27日（水）←追加
　　　　9月10日（水）・24日（水）
　　　　10月8日（水）・22日（水）←追加
　　　　11月12日（水）・26日（水）
　　　　12月10日（水）←追加
時間　▶1部　10時～12時
　　　▶2部　14時～16時
場所　いちょうロード
問合せ　企画財政課　☎0178-38-5960

スマホ教室の開催日を追加します
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耐震診断・耐震改修　補助金等のお知らせ
木造住宅耐震診断推進事業

平成12年5月31日以前に建築された木造住宅
の耐震化を促進するため、住宅の耐震診断を行
う目的で、町が耐震診断員を派遣します。

対象住宅
▶平成12年5月31日以前に建築され、平成12年6

月以降に増改築されていないもの
▶一戸建て専用住宅または併用住宅で、地上階

数が2以下のもの
▶在来軸組構法または伝統的構法によって建築

された木造住宅など

募集戸数　1戸

個人負担額
（ 延床面積の広さにより、個人負担額が変わります）

延床面積 個人負担額
200㎡以下 1万1000円
200㎡超～250㎡以下 3万2000円
250㎡超～300㎡以下 5万3000円
300㎡超～350㎡以下 7万5000円
350㎡超～400㎡以下 9万6000円

木造住宅耐震改修促進支援事業補助金
平成12年5月31日以前に建築された木造住宅

の耐震化促進のため、耐震改修または建替えも
しくは除却に対して費用の一部を補助します。

補助対象
▶町内に存する住宅で、住宅の所有者またはそ

の配偶者もしくは所有者の二親等内の親族
▶木造住宅耐震診断推進事業による耐震診断の

結果、上部構造評点のうちの最小の値が1.0未
満と診断されたもの

※除却の場合の要件はお問い合わせください。

募集戸数　1戸

補助金の額
　補助対象経費の23%（上限117.2万円）

ブロック塀等耐震改修促進支援事業補助金
道路沿いのブロック塀等で、老朽化等で倒壊

の危険性があるものなどの安全確保促進のため、
耐震改修に対して費用の一部を補助します。

補助対象塀
▶耐震診断の結果、倒壊の危険性があると判断

されたもの
▶道路面からの高さ（基礎を含む）が1メート

ル以上であるもの

補助対象工事
▶その他の補助金を受ける予定がないもの
▶耐震改修工事等の結果、補助対象塀が地震に

対して安全な構造となること
▶建築基準の規定に適合すること
▶塀の一部を除却する場合は、道路面からの高

さが1メートル未満となること

募集件数　1件

補助金の額　補助対象経費の2/3（上限24万円）

※いずれも補助金の交付決定前に着手した工事
および他の制度に基づく補助金等の交付を受
けた工事は対象外です。

申込期限　10月31日（金）

問合せ　建設課　☎0178-38-5966
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農業用廃プラスチックは、法律で適正処理が
義務付けられている産業廃棄物です。

以下のとおり回収を行いますので、処理を希
望される方は搬入してください。

回収日時　8月22日（金）、25日（月）
　　　　　9時～12時・13時～15時
回収場所　JA八戸名川出荷場　（平字上ノ山32）
処理料金　1kgあたり60円（税込）
　　　　※回収時に現金でお支払いください。

フレコンバックの貸出
以下の日程により、南部グリーンセンター　　

（平字広場25-4）で貸し出します。
貸出日時　8月18日（月）～21日（木）
▶月～金　8時～17時
▶土・日　8時～12時

分別について
▶色マルチ（緑、黒、白黒、シルバーグリーン等）
▶農ポリ、透明マルチ、白ラップ（牧草用）
▶ハウスビニール（塩化ビニール）
▶肥料袋、サイロッコ
▶防風ネット・ネット類・遮光幕・ブルーシー

ト・ポリポット・ハウスバンド・ラブシート・
潅水チューブ・育苗箱

▶農薬プラボトル（容器は3回以上水洗いのう
え空にし、フレコンバックに容器と外したフ
タを一緒に入れる）

※貸出以外のフレコンバックは回収できません。
　ただし、自前のフレコンバックごと処分して

も構わない場合は回収します。
※適切に分別されていないものは回収できません。
※領収書はインボイスに対応していません。
問合せ　八戸農業協同組合　南部グリーンセンター
　　　  ☎0178-76-2212

農業用廃プラスチックの回収

通行止めのお知らせ
町道森越･福田線および堤ヶ沢･上諏訪平線の道路改良工事（舗装工）を行うこととなりました。
工事に伴い、施工期間中の日中は通行止めとなります。沿線の方々には工事区間の迂回など、ご不便を

おかけしますが、ご協力をお願いします。（17時から翌8時までは通行可能です）
問合せ　農林課　☎0178-38-5964
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八戸市民大学講座のライブ配信及びサテライト会場の設置

メイン会場
日時　8月30日（土）14時～15時30分
内容　�TVアニメ『はたらく細胞』の細胞博士

と考える「自分のからだのこと」
講師　代々木ゼミナール生物講師
　　　鈴川　茂　氏
会場　SG GROUPホールはちのへ@文化ホール

ライブ配信
8月20日（水）までに、下記の二次元バーコー

ドまたはURLからお申込みください。

申込URL　https://bit.ly/44OKBe3
※Zoomアプリでの視聴を推奨しています。
　（スマートフォンでの視聴はZoomアプリ必須）

サテライト会場
サテライト会場とは、メイン会場の様子をリ

アルタイムで共有するサブ会場のことです。
会場　いちょうホール（開場　13時30分）
問合せ・申込み　教育委員会　社会教育課
　　　　　　　　☎0178-38-5969
申込期間　8月28日（木）までの8時30分～17時
　　　　　※土日祝日除く

問合せ
▶八戸市民大学講座の内容に関すること
　八戸市教育委員会　社会教育課
　☎0178-43-9154
▶ライブ配信に関すること
　㈱テクノルWebコミュニケーション推進部
　E-mail　sol@technol.co.jp

「八戸市民大学講座」の一部講座について、ライブ配信を行うほか、町内にサテライト会場を設置します。
（ライブ配信含む全ての会場において、録音、撮影はお断りしております。）

二十歳の祝典のお知らせ
南部町二十歳の祝典を開催します

20歳をお祝いする式典を次のとおり開催します。
日時　令和8年1月11日（日）　13時開式
会場　町民ホール（楽楽ホール）
対象　�平成17年4月2日から平成18年4月1日生ま

れの南部町在住者および町内中学校卒業者
※受付時間等の詳細は、対象の方に後日ご連絡

するほか、ホームページでお知らせします。
最新の情報はホームページをご確認ください。

二十歳の祝典実行委員を募集します
式典の企画や運営などを町職員と行います。
一生に一度の思い出を一緒に作りましょう。
対象　�左記対象者で二十歳の祝典に出席する方
申込方法　�電話、FAXまたはメールで、住所・

氏名・電話番号をお知らせください。
申込期限　9月26日（金）

問合せ　教育委員会　社会教育課
　　　　☎0178-38-5969
　　　　FAX 0178-38-5979
　　　　E-mail　�nanbushakyo@town.aomori-

nanbu.lg.jp
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定額減税の不足額給付を行います
令和6年度に実施した「定額減税調整給付金

（当初調整給付金）」は、令和5年分の所得情報
に基づき給付額を算定し、支給しました。

今回の不足額給付は、令和6年分の所得税額
が確定したことで、当初調整給付金額に不足が
生じた方等に対して給付金を支給するものです。
手続き方法

給付対象者には、8月から順次申請書等を送
付しますので、申請してください。振込口座が
確認でき次第、給付金を振り込みます。

なお、指定口座への振込をもって支給決定の
通知に代えさせていただきます。別途決定通知
はお届けしませんので、ご了承ください。
※現在、支給額の算定をしていますが、対象と

なるか等、個別具体的なお問い合わせについ
てはお答えできませんので、お控えください。

対象者
令和7年1月1日時点で町に住所があり、次の

①または②の要件に当てはまる方
①令和6年分所得税額および令和6年度個人住民

税所得割額から算出される定額減税控除不足
額が、当初調整給付金額を上回る

※合計所得金額が1805万円を超える場合は　
対象外

＜該当する可能性がある具体的な例＞
▶令和6年中の退職等により所得が減少した
▶令和6年中に控除対象扶養親族数が増加した
▶令和6年度個人住民税（令和5年分所得）の申

告を訂正した
②次の1から3の要件を全て満たす方
1　令和6年分所得税および令和6年度個人住民

税所得割の定額減税前税額が0円
2　令和6年分所得税および令和6年度個人住民

税の課税者の控除対象扶養親族でない
3　令和5・6年度に実施した低所得者向け給付

対象世帯の世帯主・世帯員に該当しない
＜該当する可能性がある具体的な例＞
▶事業専従者の方で合計所得金額が48万円超で
非課税の方

問合せ　税務課　☎0178-38-5962

給付金詐欺にご注意ください
申請内容について、町から問い合わせをす

ることがありますが、ATMの操作や受け取り
手数料などの振込を求めることはありません。

お心当たりのない電話があったときは、絶
対に銀行口座情報等を伝えないでください。

不審な電話やメールがあった場合は、最寄
りの警察署か警察相談専用電話（#9110）に
ご相談ください。

町民運動会　10月26日（日）開催
スポーツとレクリエーションを通じて町民の

親睦を図り、健康で明るく住みよい町づくりを
目的に、町民運動会を開催します。

競技数を厳選し、午前中で競技を終了させる
など、参加しやすい方法での開催を計画してい
ますので、多くの皆さんの参加をお願いします。

なお、悪天候等により中止する場合は、防災
無線でお知らせいたします。

開催日　10月26日（日）
開催場所　ふるさと運動公園　陸上競技場
開会式　9時（入場行進なし）
競技開始　午前9時30分
閉会式　正午予定

問合せ　名川B&G海洋センター
　　　☎0178-76-3310
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八戸地域広域市町村圏事務組合の概要
八戸地域広域市町村圏事務組合は、消防・ごみ・介護福祉などに関する業務を市町村共同で行うために

設置された特別地方公共団体（一部事務組合）で、昭和46年に発足しました。構成市町村は、八戸市、三
戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町の８市町村です。

執行機関について（6/25現在）
組合には、構成市町村長の互選により、管理者、管理者を補佐する副管理者を置き、構成市町村の職員

が業務を行っています（消防を除く）。また、組合の財務や事業について監査を行う監査委員は、管理者が
組合議会の同意を得て、組合議員および識見を有する者から選任します。

管理者 熊
くまがい

谷　雄
ゆういち

一（八戸市長）

副管理者
若
わかみや

宮　佳
けいいち

一（五戸町長）

成
な り た

田　隆
たかし

（おいらせ町長）

佐
さ さ き
々木　郁

い く お
夫（八戸市副市長）

監査委員
佐
さ さ き
々木　勝

かつひろ
弘（八戸市代表監査委員）

工
く ど う
藤　祐

すけなお
直（南部町長）

共同で処理する事業
事業によって、全市町村で共同処理するものや、一部の市町村で共同処理するものがあります。
消防事務

全市町村
介護認定審査会事務

し尿処理施設に関すること

八戸市・南部町の旧福地村の区域・階上町ごみ焼却施設に関すること

八戸リサイクルプラザに関すること

※構成市町村役場で組合の概要を配布しています。また、組合のホームページでもご覧いただけます。今後、
組合の予算・決算や事業の内容などを順次お知らせします。

問合せ　八戸地域広域市町村圏事務組合事務局（八戸市総務課内）　☎0178-43-9556

令和8年4月採用　三戸地区環境整備事務組合職員募集
令和8年4月採用組合職員を募集します。
試験日程、職種、採用予定人数などについて

は、7月22日（火）から事務局で募集要項を配
布するほか、組合ホームページでもご覧になれ
ます。

問合せ
　三戸地区環境整備事務組合　事務局
　（南部町大字沖田面字千刈45）
　　☎0179-23-0567
　URL　http://www.sannohekankyou.jp/
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名川中学校図書室1階（町民図書室）
　「なんぶ読み聞かせの会」の皆さんによる読み聞
かせです。未就学のお子さんは、保護者同伴でお越
しください。
日時　8月24日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　8月12日㈫、18日㈪、25日㈪、9月1日㈪
問合せ　☎0178-76-3121

《今月の新刊》
◆日本百低山　                          日本山岳ガイド協会
◆学童弁当	 野上　優佳子
◆マンガでわかるはじめてのトレラン	 並木　雄一郎
◆乱歩と千畝	 青柳　碧人
◆踊りつかれて	 塩田　武士
◆Ｎの逸脱	 夏木　志朋
◆踊れ、愛より痛いほうへ	 向坂　くじら
◆菜食主義者	 ハン・ガン
◆あなたの言葉を	 辻村　深月
◆セミくんいよいよこんやです	 工藤　ノリコ

～各校の特色ある教育～

対話で深める思考　対話で深める絆
福地中学校は、1年生37名、2年生45名、3年

生38名の全校生徒120名が明るく元気に充実し
た学校生活を送っています。

今年度は学校目標を「対話で深める思考　対
話で深める絆」と設定し、
①授業の中で話合い活動を取り入れ、課題の解

決に取り組んでいくこと
②学校行事をはじめ様々な場面で対話を取り入

れて信頼関係を構築していくこと
を目指して生徒・教職員一丸となって取り組

んでいます。
またその中で、今年度は生徒会が中心となり

校長：佐々木原 淳　生徒数：120人福地中学校

全校生徒、職員

「SNSによるトラブル0の学校作り」を目指して、
生徒朝会や生徒総会を活用して話合い活動を行
い、生徒一人一人が自分事と捉え自浄作用を働
かせることで、理想の学校作りに向けてただ今
全力で取り組んでいる真っ最中です!

サウナ初心者から上級者ま
で、「サウナを楽しむための方法」
をイラスト付きで、わかりやす
く解説した本です。「サウナは、
どうも苦手」という方にも、お
すすめします。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/

とことん楽しむサウナの世界� 松永　武　著

《おすすめセレクション》

《おはなし会》
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☎0178-84-2850

★朝風呂営業 360円
6時〜8時�受付7時30分まで

★今月の休館日

28日（木）

★8月生まれの方プール割引

大人 600円 小人 400円

展示処　作品展示者を大募集＆大歓迎！

★無料利用券・お食事利用

5名様から 無料送迎

南部町産にこだわる 土産処「あんべぇる」から　今月のおすすめ商品

菊まんじゅう　200円
南部町産の阿房宮菊を使用した、菊そのものの色鮮やかと上品な甘さが特

徴の、南部町で生産されたまんじゅうです。
土産処「あんべぇる」は、町内で生産・加工された特産品60種類以上を

一堂に販売している県内唯一の販売店です。ぜひ友人、知人、お取引先様に
贈答品、お土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。

南部町消防団応援事業 団員と同居ご家族　温泉・プール・御宿泊・お食事は特別割引料金実施中

バーデパークの展示処　ギャラリー「めへぇる」では、作品展示者を大募
集しております。
各種芸術作品・アート作品�展示者募集
▶条件　南部町在住・出身の方
詳しくはバーデパークまでお問合せください。

ふくちアイスアリーナについて
「ふくちアイスアリーナ」は、昨年6月より冷媒冷凍機の故障のため利用を休止し、今後の運用・在り方

についての協議を重ねてまいりましたが、改修工事費や維持経費、町民による利用状況等を考慮し、6月定
例議会において「アイスアリーナとしての利用を廃止し、施設の名称を『ふくちアリーナ』とする」こと
に決定しました。

平成5年12月のオープン以来、多くの皆様にご利用いただいた「ふくちアイスアリーナ」の利用廃止に
つきましては、関係者並びに利用者の皆様に大変なご迷惑とご不便をおかけすることとなりますが、ご理
解いただきますようお願い申し上げます。

今後はイベントやスポーツ等で活用できる施設となりますので、ご利用くださるようお願いいたします。
問合せ　商工観光課　☎0178-38-5965
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鳴門　一般戦 唐津　一般戦 芦屋　一般戦

休

館

日

鳴門　一般戦 芦屋　一般戦 唐津　ルーキー
シリーズ

芦屋　一般戦 徳
山

鳴門　GⅢ
オールレディース

唐津
一般戦

唐津
一般戦

徳山　ヴィーナス
シリーズ 鳴門　一般戦 三国　一般戦

浜名湖　GⅠ
レディースチャンピオン

児島
一般戦 戸田　一般戦

浜
名
湖

戸田　一般戦 宮島　GⅢ企業杯 児島
GⅢ

江戸川　ヴィーナス
シリーズ

戸田　一般戦 常滑　一般戦 浜名湖　一般戦
（薄暮）

常滑ｳﾞｨｰﾅｽ
ｼﾘｰｽﾞ

常滑�ヴィーナス
シリーズ 児島　一般戦 戸田　一般戦 浜名湖　一般戦

（薄暮）
平和島　GⅠ

トーキョー・ベイ・カップ

大村　一般戦 丸
亀

桐生　報知新聞社杯
お盆レース 丸亀　一般戦 丸

亀
住
之
江

桐生　一般戦 大村　一般戦 丸亀　一般戦
桐
生

丸
亀 蒲郡　一般戦 住之江　一般戦 大

村 大村　一般戦 若松　SGボートレース
メモリアル 住之江　一般戦 桐生

一般戦
デーレース ナイターレース

役立っています!ボートピアなんぶ交付金
　集会所へのエアコン設置により、暑さが厳しい夏場でも、町内会活動やサークル活動を安心して
行うことができるようになりました。（あかね集会所運営委員会）
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曲
が
り
ま
が
り
て
海
ま
で
の
旅

安
ケ
平
千
代

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
夫
を
送
り
て
参
加
す
る
生
き
が
ひ
貰
ふ
短
歌
へ
の
道

石
塚
の
り
子

欅
抜
け
飛
び
交
う
尾
長
そ
の
ブ
ル
ー
朝
の
散
歩
の
心
震
は
す

山
下　

幸
枝

知
ら
ぬ
間
に
に
ょ
き
っ
と
竹
の
子
五
・
六
本
わ
が
も
の
顔
で
軒
下
に
立
つ

木
村
ひ
な
子
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実
施
期
間

　
９
月
９
日
～

　
11
月
25
日
（
毎
週
火
曜
日
）

　
計
12
回

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
等

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会
場

　
福
寿
館
ホ
ー
ル

時
間
　
10
時
～
11
時
30
分

対
象

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
町
民

※
医
師
か
ら
運
動
制
限
を
受
け
て

い
る
場
合
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

内
容

　
参
加
者
の
運
動
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
運
動
指
導
、
体
の
バ
ラ
ン

ス
や
足
腰
を
鍛
え
る
た
め
の
運
動

募
集
定
員

　
30
名

◆
参
加
料

　
12
回
分
５
０
０
円

　
申
込
時
に
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　
８
月
25
日
（
月
）

問
合
せ
・
申
込
み

　
名
川
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
３
３
１
０

　
　
　
９
月
12
日
（
金
）

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
要
予
約

　
１
日
２
件

　
　
　
　
　（
１
件
１
時
間
程
度
）

場
所

　
ぼ
た
ん
の
里

　
２
階

申
込
み

　
会
員

　
野
田
・
中
村

　
野
田
携
帯

　

　
☎
０
９
０・２
６
０
０・５
３
８
５

　
中
村
携
帯

　

　
☎
０
９
０・２
５
６
１・３
０
１
２

※
連
絡
は
、
10
時
～
16
時
ま
で

足
腰
を
鍛
え
て
寝
た
き
り
の
原

因
と
な
り
や
す
い
「
転
倒
」
に
よ

る
骨
折
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
簡
単
で
楽
し
い
運
動
を
行
い

ま
す
。
日
常
に
運
動
習
慣
を
取
り

入
れ
、
早
め
の
予
防
で
楽
し
い
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

「
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
受

診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
」
な
ど
の

不
安
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
度
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

　
８
月
18
日
（
月
）
9
時
～
16
時

※
前
日
ま
で
に
要
電
話
予
約

場
所

　
健
康
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
・
申
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
情
報
交
換

行政相談・人権相談
日時　9月4日㈭　13時～15時
場所　�福地支所、いちょうホー

ル、南部公民館
問合せ
▶行政相談は総務課

☎0178-76-2111
▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

休日窓口開庁日
期日　8月16日（土）
　　　9月6日（土）・20日（土）
時間　8時15分～12時 ※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録、

マイナンバーカード事務
コンビニ交付
　マイナンバーカードを使用して

コンビニ等で住民票・印鑑証明書・
戸籍証明書・附票が取得できます。

利用時間　6時30分～23時
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和7年7月17日現在）

対先月比
人　口 16,011人 （＋4）
男 7,636人 （＋4）
女 8,375人 （0）

世帯数 7,371世帯 （＋9）

を
し
た
り
、
参
加
者
同
士
の
交
流

を
楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ
か
、
専
門

職
に
悩
み
を
相
談
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
雅

日
時

　
８
月
21
日
（
木
）

　
　
　
14
時
～
15
時

参
加
料

　
２
０
０
円（
飲
み
物
付
き
）

場
所
　
地
域
交
流
カ
フ
ェ
雅

　
下
名
久
井
字
如
来
堂
５
―
１

問
合
せ
　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
蒼

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
８
９
６
３

南
部
町
精
神
障
が
い
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
、
精
神
疾

患
を
持
つ
方
や
そ
の
家
族
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
悩
み
を
共
有
し
て

一
緒
に
乗
り
越
え
ま
せ
ん
か
？ 

日
時

　
８
月
29
日
（
金
）

も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

「
家
族
同
士
の
個
別
相
談

会
」
の
開
催

広告

お知らせ
information

転
倒
・
寝
た
き
り
予
防
教
室

参
加
者
募
集
！
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卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
、
高

　
専
３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
））

受
付
期
限

10
月
16
日
（
木
）

一
次
試
験

11
月
１
日
（
土
）

問
合
せ

　
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　
八
戸
地
域
事
務
所

　
☎
０
１
７
８
・
45
・
１
９
２
０

種
類

　
警
察
官
Ｂ

受
付
期
限
　
８
月
27
日
（
水
）

第
一
次
試
験
　
９
月
28
日
（
日
）

（
青
森
市
・
八
戸
市
・
弘
前
市
・

さ
い
た
ま
市
）

第
一
次
試
験
合
格
発
表

　
　
　
10
月
３
日
（
金
）（
予
定
）

第
二
次
試
験

　
　
11
月
中
旬
（
青
森
市
）

最
終
合
格
発
表
　
12
月
上
旬

受
験
資
格

　
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

20
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
た
者
（
大
学
を
卒
業
し
た
者
ま

　
た
は
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

　
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
者
を
除

　
く
︒）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
戸
警
察

署
ま
た
は
最
寄
り
の
駐
在
所
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
自
死
で
ご
家
族
や
ご
友

人
、
恋
人
な
ど
、
身
近
な
人
を
亡

く
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、「
つ
ど

い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
思
い
を
安
心
し
て
話

せ
、
聴
け
る
場
で
す
。
そ
の
場
で

聴
く
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
９
月
７
日
（
日
）

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所

　
八
戸
ユ
ー
ト
リ
ー
４
階

　
　
　
研
修
室

参
加
費

　
無
料

※
完
全
予
約
制
の
た
め
、
前
日
ま

で
に
要
申
込
。

※
変
更
等
が
あ
る
場
合
は
、
県
立

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
県
立
精
神

　

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
佐
藤

　
☎
０
１
７・７
８
７・３
９
５
１

　（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

青
森
県
三
戸
保
健
所
で
は
、
精

神
科
医
に
よ
る
「
精
神
保
健
福
祉

相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

完
全
予
約
制
で
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
、
相
談
日
前
日
ま
で
に

お
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

対
象

　
こ
こ
ろ
の
病
気
に
関
す
る
不
安

　
や
悩
み
が
あ
り
、
精
神
科
、
心

　
療
内
科
に
通
院
し
て
い
な
い
方

　
ま
た
は
そ
の
家
族

内
容

　
こ
こ
ろ
の
病
気
に
関
す
る
不
安

や
悩
み
に
つ
い
て
の
相
談

※
診
断
や
処
方
を
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

費
用
　
無
料

日
時
　
８
月
20
日
（
水
）

　
　
　
14
時
30
分
～
15
時
30
分

問
合
せ
・
予
約

　
青
森
県
三
戸
保
健
所

　
健
康
増
進
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

　
　
内
線
２
８
６・２
８
７

　（
平
日
8
時
30
分
～
16
時
30
分
）

修
学
年
限

　
修
学
年
限
４
年
、
卒
業
後
１
年

で
３
等
陸
・
海
・
空
尉

受
験
資
格

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者
（
高

問
合
せ

　
三
戸
警
察
署

　
警
務
会
計
課

　
☎
０
１
７
９
・
22
・
１
１
３
５

個
人
事
業
税
は
、
物
品
販
売

業
、
請
負
業
、
不
動
産
貸
付
業
、

医
業
、
理
容
業
な
ど
の
事
業
を
営

む
個
人
の
方
に
、
前
年
中
の
所
得

を
も
と
に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金

で
す
。

８
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
８

月
と
11
月
の
２
期
に
分
け
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
度
の
第
１
期
分
の
納
期
限

は
、
９
月
１
日
（
月
）
で
す
。
期

限
ま
で
に
お
近
く
の
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
県
税
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
青
森
県
三
八
県
税
事
務
所

　
課
税
第
一
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

　
内
線

　
２
０
８

青
森
県
警
察
官
募
集

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

広告

「
精
神
保
健
福
祉
相
談
」
の

お
知
ら
せ

個
人
事
業
税
の
納
付
に

つ
い
て

詳細はこちら

防
衛
大
学
校
学
生
　
募
集
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町営市場の販売状況（6月16日〜7月15日）
品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サトウ錦（ｻｸﾗﾝﾎﾞ） 13,073 27,589 2,110 3,388
紅秀峰（ｻｸﾗﾝﾎﾞ） 4,918 13,196 2,683 4,409
サミット（ｻｸﾗﾝﾎﾞ） 1,847 3,815 2,066 3,105
ジュノハート（ｻｸﾗﾝﾎﾞ） 667 4,099 6,142 7,626
豊後（梅） 585,987 127,590 218 369
八助（ｱﾝｽﾞ） 98,061 48,645 496 309
大実（ｱﾝｽﾞ） 23,060 12,310 534 223
山形３号（ｱﾝｽﾞ） 12,062 4,583 380 235
大石（ﾌﾟﾗﾑ） 129,697 51,435 397 232
プリンス（ﾒﾛﾝ） 4,740 1,280 270 276
長芋 23,030 8,246 358 251
にんにく 1,131 1,629 1,441 1,547
生にんにく 3,034 3,109 1,025 985
大根 34,660 2,938 85 54
キャベツ 11,200 647 58 53
ねぎ 2,590 847 327 375
ブルーベリー 1,125 1,337 1,188 974

8・9月の休場日
8月　3日（日）・6日（水）・10日（日）・13日（水）・14日（木）・15日（金）・
　　17日（日）・20日（水）・24日（日）・27日（水）・31日（日）
9月　3日（水）・7日（日）・10日（水）・14日（日）・15日（月）・17日（水）・
　　21日（日）・23日（火）・28日（日）

広告 広告

花火を安全に遊ぶポイント
花火は誰でも手軽に楽しむことができます

が、取扱いを間違うと火災等の事故につなが
ります。次のことを守り、事故を防ぎましょう。
▶燃えやすいものがない、広く安全な場所を選ぶ
▶子どもだけで遊ばない
▶使った花火は必ず水につける
キャンプやバーベキューで使用したマキ
や炭はしっかり後始末！

キャンプ等で使用したマキや炭の不始末に
よる火災が増えており、場所によっては山林
火災にまで発展しています。使用後の後始末
は水につけるなどして、しっかり消えたこと
を確認しましょう。
問合せ
▶三戸消防署名川分署　　☎0178-76-2416
▶三戸消防署福地分遣所　☎0178-84-2103

広告

花火や火遊びによる火災に注意！

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

8月19日（火）

広告

経験
不問とり肉製造加工（製造職）

㈱阿部繁孝商店 田子・五戸工場

HP X Instagram

正社員・パート
募集中！

正 社 員

パ ー ト

・給与 20万円（昇給あり）
・賞与 年3回（7月、12月、3月）
・勤務時間 8:00～17:00（休憩70分）
・その他 送迎バス利用可、食事手当、がん保険、バースデープレゼント

・時給 1,100円
・勤務時間 9:00～15:00（休憩60分）
・正社員転換あり
・その他 マイカー通勤手当、食事手当、バースデープレゼント

☆お問い合わせ
本社☎0195-23-2111 担当：鷹觜、澤田
またはお近くのハローワークへ

広告
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発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-38-5971

第 81号

あ ら ま し

▽　議員研修等（33㌻）
▽　７月臨時会の主な議案（34㌻）
▽　有権者に聞く～名農生の声～（35㌻）

▽　6月定例会の主な議案（26㌻～28㌻）
▽　一般質問
　⇒　（仮称）第３あけぼの宅地分譲地の整備計画と販売促進の方法は。
　　　工藤祐直町長の今後の政治姿勢は。（29㌻）
　⇒　展示収蔵施設のオープンに向けて地域プロモーションの展開を。（30㌻）
　⇒　消防団への行政支援の考えは。（31㌻）
　⇒　なんぶちぇりバススクール対応便における遅延時の対応は。
　　　公用車（町長車）の適正な運用を。（32㌻）
　⇒　予算編成における「ワイズスぺンディング」の考え方は。（33㌻）

ジャックドまつりのステージイベントでオープニングを飾った、名久井農業高校郷土芸能部
による「名農豊穣太鼓」の披露。

広報なんぶちょう 8月号25



主な議案（第1３２回定例会）

【
問
】　

今
回
の
決
定
ま
で

に
議
員
と
の
意
見
協
議
が

な
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ

る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

小
橋
昭
裕　
議
員

【
町
長
答
弁
】

　
議
員
全
員
協
議
会
に

お
い
て
検
討
経
過
を
報
告

し
、
疑
義
意
見
は
な
い
か

確
認
を
行
っ
て
い
る
。
自

身
の
考
え
を
述
べ
、
理
解

を
求
め
な
が
ら
進
め
て
き

た
。
協
議
が
な
さ
れ
て
い

な
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

反
対
討
論

○
川
守
田
稔　
議
員

　
　
ふ
く
ち
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
在
り
方
検
討
委
員
会

の
「
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」

と
し
て
存
続
を
求
め
る
意

見
や
福
地
地
区
の
人
々
に

と
っ
て
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的

な
存
在
と
し
て
大
切
に
し

て
き
た
思
い
を
粗
末
に

扱
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
八
戸
と
の
広
域
的
な
連

携
の
模
索
や
中
長
期
的
な

視
点
か
ら
企
業
経
営
改
善

に
注
力
す
る
な
ど
、
肯
定

的
に
向
き
合
う
よ
う
善
処

さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
、

反
対
討
論
と
す
る
。

■
南
部
町
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

▼
　
南
部
町
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
「
バ
ー

デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち
」
の
維

持
運
営
を
考
慮
し
、
ふ
く

ち
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
と
し
て
の

供
用
を
と
り
や
め
、
名
称

を
「
ふ
く
ち
ア
リ
ー
ナ
」

に
変
更
す
る
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

主
な
議
案

ふ
く
ち
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
廃
止
決
定

ふ
く
ち
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
廃
止
決
定

▽
討
論
（
反
対
討
論
２
人
、

賛
成
討
論
１
人
）
を
行
い

採
決
を
実
施
。

▽
議
員
15
人
に
よ
る
起
立
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論

○
小
橋
昭
裕　
議
員

　
　
三
八
地
区
に
は
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
が
不
足
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
リ

ン
ク
の
運
営
に
お
け
る
、

財
政
的
課
題
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
が
多
い
八
戸

に
協
力
を
求
め
て
広
域
的

な
運
営
を
検
討
す
る
な

　
第
１
３
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
６
月
13
日
ま
で
の

８
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
７
年
度
各

会
計
補
正
予
算
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

第第
132132
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

定定
例例
会会

ど
、
協
議
で
き
る
余
地
が

あ
り
、
廃
止
の
判
断
は
早

い
の
で
は
な
い
か
。
協
議

継
続
を
希
望
し
、
反
対
討

論
と
す
る
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

○
山
田
賢
司　
議
員

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
が
進
む
将
来
を
見
通
し

た
時
に
、
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
の
コ
ス
ト
は
大
変
な
負

担
に
な
る
。
改
修
を
行
う

な
ど
別
施
設
と
し
て
有
効

活
用
し
、
交
流
人
口
を
増

や
す
手
立
て
も
様
々
あ
る

と
い
う
考
え
を
も
っ
て
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

条
　
例

条
　
例

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
運
営
継
続
の
た
め
苦
渋
の
決
断

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
運
営
継
続
の
た
め
苦
渋
の
決
断
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主な議案（第1３２回定例会）

担
増
を
踏
ま
え
、
令
和
７

年
度
も
引
き
続
き
減
税
を

実
施
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

↙
条
例
の
つ
づ
き

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
　
本
定
例
会
の
一
般
質
問

に
お
い
て
、
町
長
自
ら
が

給
料
を
減
額
す
る
旨
を
答

弁【
参
照
32
ペ
ー
ジ
下
段
】

し
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和

７
年
７
月
か
ら
同
年
９
月

ま
で
の
間
に
支
給
す
る
町

長
の
給
料
に
つ
い
て
、
給

料
月
額
か
ら
当
該
給
料
月

額
に
１
０
０
分
の
10
を
乗

じ
て
得
た
額
を
減
額
し
た

額
と
す
る
も
の
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

▼
　
令
和
２
年
度
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
等
対
策
と
し
て
町
独
自

に
実
施
し
て
い
る
国
民
健

康
保
険
税
の
減
税
に
つ

い
て
、
昨
今
の
電
気
・
ガ

ス
・
食
料
品
な
ど
の
価
格

高
騰
に
よ
る
生
活
費
の
負

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
南
部
町
重
機
車
庫
新
築

工
事
）

▼
　
鉄
骨
造
2
階
建
て
車
庫

倉
庫
1
棟
（
福
田
地
内
）

を
新
築
す
る
も
の
。
建
築

面
積
は
６
０
８
・
71
㎡
、

延
床
面
積
は
６
８
６
・
71

㎡
。
工
期
は
令
和
７
年
12

月
19
日
。

  【
請
負
代
金
】

1
億
８
０
８
４
万
４
４
０

０
円

  【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
松
本
保
築

  ■
財
産
の
取
得
（
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
）

▼
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
更

改
期
間
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
Ｃ
Ｓ
サ
ー
バ
機
器
一

式
、
Ｃ
Ｓ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

機
器
一
式
、
フ
ァ
イ
ア

ウ
ォ
ー
ル
機
器
一
式
を
更

新
す
る
も
の
。
納
入
期
限

は
令
和
７
年
10
月
31
日
。

　
【
売
買
代
金
】

　
１
０
５
６
万
円

  【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
内
田
洋
行
I
Ｔ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
　

　
東
北
支
店
青
森
営
業
所
長
　

小
林
義
雄

■
財
産
の
取
得
（
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
）

▼
　
南
部
第
６
分
団
（
赤

石
）
の
消
防
車
両
を
更
新

す
る
た
め
購
入
す
る
も
の
。

購
入
車
両
の
車
種
は

C
Ｄ
―
Ⅰ
型
。
納
入
期
限

は
令
和
８
年
３
月
25
日
。

  【
売
買
代
金
】

３
６
９
０
万
５
０
０
０
円

  【
契
約
の
相
手
方
】

　
互
光
産
業
株
式
会
社
　

　
代
表
取
締
役  

梅
内
利
哉

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
１
億
４
７
０
８
万
８

　
千
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
１
２
９
億
６
７

　
０
８
万
８
千
円
と
し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

「
定
額
減
税
調
整
給
付
事

業
」
に
８
１
３
６
万
７
千

　
円
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
に
対
し
、
一
人
当
た

り
３
千
円
分
の
商
品
券

を
交
付
す
る
「
高
齢
者

商
品
券
交
付
事
業
」
に

２
４
９
３
万
８
千
円
、

秋
か
ら
定
期
接
種
を
開

始
す
る
予
定
の
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
」
に
、

２
５
９
３
万
７
千
円
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
に
係
る
返
還
金
」
に

１
０
７
２
万
９
千
円
な
ど
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

▼
　
テ
レ
ビ
放
送
受
信
機

能
が
あ
る
携
帯
電
話
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
受
信
料
未
契
約
分

と
し
て
、
保
険
事
業
勘

定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
12
万
５
千
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を

28
億
２
３
９
３
万
５
千
円

と
し
た
。

導入予定の車両と同型の消防車両導入予定の車両と同型の消防車両

契
　
約

契
　
約

    

予
　
算

予
　
算
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主な議案（第1３２回定例会）

人
　
事

人
　
事

↙
契
約
の
つ
づ
き

■
財
産
の
取
得
（
中
学
校
校

務
用
パ
ソ
コ
ン
等
機
器
の

賃
貸
借
）

▼
　
福
地
中
学
校
お
よ
び

南
部
中
学
校
で
使
用
し
て

い
る
パ
ソ
コ
ン
等
の
Ｏ
Ｓ

サ
ポ
ー
ト
期
間
の
終
了
に

伴
い
、
機
器
更
新
と
し
て

サ
ー
バ
２
台
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
46
台
、
プ
リ
ン

タ
ー
８
台
を
令
和
７
年
９

月
１
日
か
ら
の
５
年
間
賃

貸
借
す
る
も
の
。

　
※
賃
貸
借
期
間
終
了
後

は
、
町
に
無
償
譲
渡
。

※
名
川
中
学
校
の
校
務
用

パ
ソ
コ
ン
等
は
令
和
４
年

度
に
既
に
更
新
し
て
い
る
。

　
【
賃
貸
借
代
金
】

月
額
41
万
５
８
０
０
円

　
【
契
約
の
相
手
方
】

　
み
ち
の
く
リ
ー
ス
株
式
会

   

社
八
戸
支
店
　

   

支
店
長
　
若
木
聡

専
決
処
分

専
決
処
分

専
決
処
分

■
南
部
町
監
査
委
員
の
選
任

▼
久
保
田
　
敏
彦
（
大
向
）

【
任
期
】

　
令
和
７
年
６
月
７
日
か
ら

令
和
11
年
６
月
６
日
ま
で
。

【
監
査
委
員
と
は
】
町
の
予

算
執
行
（
法
令
、
経
理
・

記
帳
、
現
金
な
ど
の
保
管

状
況
）
に
つ
い
て
、
毎
月

の
例
月
監
査
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
監
査
を
実
施
す

る
者
。

■
町
税
条
例
の
一
部
改
正

▼
　
地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
個
人
町
民
税

に
お
け
る
大
学
生
年
代
の

子
等
に
関
す
る
最
高
45
万

円
の
特
定
親
族
特
別
控
除

の
創
設
お
よ
び
軽
自
動
車

税
に
お
け
る
二
輪
車
の
車

両
区
分
の
見
直
し
な
ど
に

お
い
て
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正

▼
　
地
方
税
法
施
行
令
等
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税

額
お
よ
び
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
課
税
額
に
係
る
課

税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る

ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
対
象
世
帯
を
拡
充

す
る
た
め
軽
減
判
定
基
準

を
引
き
上
げ
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和

解
▼
　
町
道
（
高
橋
・
麦
沢
線
）

に
お
け
る
自
動
車
の
物
損

事
故
に
つ
い
て
、
損
害
の

額
を
定
め
和
解
し
た
。

 ６月10日、南部小学校の６年
生、21名が第132回定例会（６
月定例会）を傍聴しました。
　開会前の議場内の見学では、
議員席に座ったり、質問席でマ
イクを使って発言してみたり、
設置されているモニターに映る
自分たちの姿に、「議員になっ
た気分」と笑顔をみせていました。
　議会が始まると消防団の支援
や商品グッズの開発などについ
ての一般質問を傍聴し、「町を
良くするために頑張る人がいる
ことを知れてうれしい」、「将来、
議員に立候補してみたい」など
の感想が聞かれました。

南部小学校の児童が議会を傍聴

議長席を囲み笑顔をみせる児童たち議長席を囲み笑顔をみせる児童たち
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！ 一  般  質  問

問問

答答

（仮称）（仮称）第３あけぼの宅地分譲地の第３あけぼの宅地分譲地の
整備計画と販売促進の方法は。整備計画と販売促進の方法は。

令和 10 年度区画整備完了に向け令和 10 年度区画整備完了に向け
て、効果的な PR を進めていく。て、効果的な PR を進めていく。

質　
問

当
町
へ
の
移
住
・
定
住
を

促
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

宅
地
分
譲
地
の
効
果
的
な

Ｐ
Ｒ
や
移
住
者
の
地
域
と

の
関
係
性
の
構
築
が
重
要

と
考
え
、
現
在
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
、「（
仮
称
）

第
３
あ
け
ぼ
の
」
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

①
現
在
ま
で
の
整
備
状
況
と

今
後
の
造
成
工
事
の
予
定
は
。

②
販
売
価
格
お
よ
び
販
売

促
進
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

③
町
内
会
な
ど
の
地
域
住

民
の
関
わ
り
は
。

町
長
答
弁

①
令
和
６
年
度
に
宅
地
造
成

の
測
量
設
計
が
完
了
し
、
県

に
対
し
て
開
発
許
可
の
申
請

書
を
提
出
し
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
は
、
宅
地
か

さ
上
げ
の
盛
土
工
事
と
造
成

地
か
ら
の
排
水
の
流
末
整
備

工
事
を
予
定
し
、
令
和
８
年

度
に
は
造
成
工
事
お
よ
び
道

路
側
溝
整
備
工
事
を
、
令
和

９
年
度
に
水
道
整
備
工
事
、

公
園
整
備
工
事
な
ど
を
順
次

進
め
て
い
く
。
令
和
10
年
度

に
区
画
の
境
界
測
量
お
よ
び

登
記
事
務
を
行
う
予
定
と
し

て
い
る
。

②
40
歳
未
満
の
夫
婦
で
子
ど

も
２
人
の
４
人
家
族
が
町
外

か
ら
転
入
し
た
場
合
の
モ

デ
ル
単
価
を
１
坪
当
た
り

１
９
８
０
円
を
基
本
に
設
定

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
て
分
譲
地
の
魅
力
、
町
の

充
実
し
た
子
育
て
支
援
策
を

質　
問

来
年
２
月
に
任
期
満
了

を
迎
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
実
績
お
よ
び
決
断

力
を
鑑
み
、
引
き
続
き
町

の
舵
取
り
を
担
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
し
、

質
問
す
る
。

①
次
期
町
長
選
挙
へ
の
出

馬
意
向
は
。

町
長
答
弁

①
熟
慮
し
た
結
果
、
次
期

全
面
に
打
ち
出
し
、
広
く

情
報
発
信
し
て
い
く
。

③
（
仮
称
）
第
３
あ
け
ぼ
の

宅
地
分
譲
地
に
隣
接
す
る
、

あ
け
ぼ
の
行
政
区
お
よ
び

杉
沢
行
政
区
と
意
見
交
換

を
行
い
、
今
後
の
地
域
と

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
合

意
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

町
長
選
挙
に
立
候
補
す
る
こ

と
を
決
意
し
た
。
住
み
続
け

た
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

さ
ら
に
充
実
し
た
施
策
を
展

開
し
、
皆
様
と
共
に
さ
ら
に

前
進
す
る
南
部
町
を
築
い
て

い
き
た
い
。

　
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
子
育

て
世
代
、
高
齢
者
世
代
の

方
々
が
安
心
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
、
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、

令
和
９
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
い

る
展
示
収
蔵
施
設
や
ふ
く
ち

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
今
後
の

活
用
、
そ
し
て
「
命
を
守
る

希
望
の
橋
」
の
実
現
な
ど
、

さ
ら
な
る
南
部
町
の
発
展
に

向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
出
馬
表
明
の
決
意
に
あ
た

り
、
後
日
、
具
体
的
な
公
約

な
ど
に
つ
い
て
整
理
し
、
発

表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
各
位
の
ご
支
援
を
賜
る

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

坂　本　典　 男　議員

次
期
町
長
選
へ
立

次
期
町
長
選
へ
立

候
補
す
る
決
意
を
し
た
。

候
補
す
る
決
意
を
し
た
。

答答

工
藤
祐
直
町
長
の

工
藤
祐
直
町
長
の

今
後
の
政
治
姿
勢
は
。

今
後
の
政
治
姿
勢
は
。

問問
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一  般  質  問

答答

問問

質　
問

展
示
収
蔵
施
設
の
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
、
こ
の
地

域
の
魅
力
を
再
発
見
し
て

も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
と
考
え
る
。

当
町
が
注
目
を
集
め
、
展

示
収
蔵
施
設
や
史
跡
が
観

光
地
と
し
て
繁
栄
す
る
こ

と
を
期
待
し
、
次
の
質
問

を
す
る
。

①
南
部
藩
を
題
材
と
し
た

大
河
ド
ラ
マ
を
招
致
す
る

考
え
は
。

②
展
示
収
蔵
施
設
の
オ
ー

プ
ン
に
向
け
た
商
品
グ
ッ

ズ
の
開
発
状
況
は
。

展示収蔵施設のオープンに向けて展示収蔵施設のオープンに向けて
地域プロモーションの展開を。地域プロモーションの展開を。

町
長
答
弁

①
ロ
ケ
地
招
致
の
取
組
と

し
て
、
地
方
創
生
や
地
域

産
業
の
発
展
に
も
注
力
し

て
い
る
東
京
の
「
東
日
印

刷
株
式
会
社
」
と
、
ロ
ケ

誘
致
な
ど
に
関
す
る
包
括

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

同
社
は
ロ
ケ
地
の
提
供
な
ど

を
行
う
ロ
ケ
事
業
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
運
営
サ

イ
ト
の
特
設
ペ
ー
ジ
で
は
、

広
大
な
自
然
を
生
か
し
た

ロ
ケ
地
の
紹
介
を
は
じ
め
、

当
町
の
魅
力
を
幅
広
く
発

信
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ロ
ケ
地
に
関
連

す
る
件
で
、
今
年
の
秋
に

は
劇
場
映
画
の
撮
影
が
当

町
の
モ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
Ｓ

Ｐ
で
行
わ
れ
る
。
今
回
の

映
画
撮
影
に
関
わ
る
テ
レ

ビ
や
ド
ラ
マ
関
係
者
な
ど

を
通
じ
て
町
の
魅
力
を
発

信
し
、
ま
た
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
ロ
ケ
地
誘
致

の
取
組
を
積
み
重
ね
、
大

河
ド
ラ
マ
の
誘
致
の
製
作
関

係
者
と
の
つ
な
が
り
を
築
い

て
い
き
た
い
。

②
施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け

た
商
品
グ
ッ
ズ
の
開
発
は
、

施
設
の
テ
ー
マ
や
展
示
内
容

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
来
場
者
が
よ
り
楽
し
め

る
環
境
づ
く
り
に
役
立
つ
と

考
え
る
。
令
和
６
年
６
月
定

例
会
に
お
い
て
、
夏
堀
剛
充

議
員
が
質
問
に
挙
げ
た
南
部

藩
歴
代
当
主
を
活
用
し
た

グ
ッ
ズ
の
作
成
は
、
非
常
に

有
効
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
使
用
許
可
が
必
要
な
も

の
は
、
承
諾
を
も
ら
え
る
よ

う
積
極
的
に
働
き
か
け
、
令

和
９
年
度
の
施
設
オ
ー
プ
ン

に
合
わ
せ
て
、
施
設
と
の
関

連
を
持
た
せ
た
南
部
家
歴
代

当
主
の
肖
像
画
や
家
紋
の
ほ

か
、
史
跡
聖
寿
寺
館
跡
発
掘

調
査
に
よ
り
出
土
し
た
遺
物

デ
ザ
イ
ン
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

化
、
カ
プ
セ
ル
ト
イ
で
の
販

売
な
ど
、
宣
伝
効
果
に
つ
な

が
る
商
品
を
開
発
し
て
い
き

た
い
。

「南部藩発祥の地」の歴史的魅力「南部藩発祥の地」の歴史的魅力
を活かした取組を進める。を活かした取組を進める。

夏　堀　剛　充　議員

令和９年４月オープンに向けて改修工事が進む、令和９年４月オープンに向けて改修工事が進む、
展示収蔵施設内部の様子（R7.7.11議員による展示収蔵施設内部の様子（R7.7.11議員による
工事進捗状況の確認時）工事進捗状況の確認時）
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

問問

質　
問

地
域
防
災
の
要
と
な
る
消

防
団
が
、
よ
り
円
滑
に
、
や

り
が
い
を
持
っ
て
活
動
で
き

る
よ
う
な
行
政
の
支
援
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す

る
。

①
年
齢
別
人
数
、
入
団
・
退

団
者
数
の
推
移
、
公
務
員
と

兼
務
し
て
い
る
者
の
割
合
は
。

②
活
動
報
酬
の
概
要
は
。

③
行
政
の
消
防
団
支
援
策
と

活
用
状
況
は
。

④
平
成
29
年
創
設
の
準
中
型

自
動
車
免
許
取
得
に
つ
い

て
、
半
額
が
自
己
負
担
と
な

る
現
状
を
改
善
す
る
考
え
は
。

消防団への行政支援の考えは。消防団への行政支援の考えは。

②
団
員
が
災
害
や
火
災
な

ど
で
出
動
し
た
場
合
、
１

日
あ
た
り
４
時
間
未
満
は

３
５
０
０
円
、
４
時
間
以

上
は
８
０
０
０
円
、
警
戒

お
よ
び
訓
練
な
ど
に
出
動

し
た
場
合
は
、
１
日
あ
た

り
１
５
０
０
円
を
支
給
し

て
い
る
。

③
団
員
が
消
防
車
両
を
運

転
す
る
た
め
の
資
格
取
得

費
の
２
分
の
１
以
内
の
額

を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
、

こ
れ
ま
で
30
人
が
活
用
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
救
助
用
ボ
ー
ト

を
操
縦
す
る
資
格
取
得
費

の
２
分
の
１
以
内
の
額
を

補
助
金
と
し
て
交
付
し
、

こ
れ
ま
で
９
人
が
活
用
し

て
い
る
。

　
加
え
て
、
令
和
６
年
４
月

か
ら
実
施
し
て
い
る
消
防
団

応
援
事
業
の
活
用
状
況
は
、

令
和
７
年
３
月
末
時
点
の

団
員
パ
ス
ポ
ー
ト
の
利
用

件
数
は
、
チ
ェ
リ
ウ
ス
で

団員の福利厚生の充実、資格取得の団員の福利厚生の充実、資格取得の
補補助などの支援を継続していく。助などの支援を継続していく。

町
長
答
弁

①
年
齢
別
人
数
、
入
団
・

退
団
者
数
の
推
移
は
左
表

の
と
お
り
。
公
務
員
と
兼

務
し
て
い
る
団
員
の
割
合

は
、
令
和
7
年
4
月
1
日

時
点
で
は
16
・
0
％
、

１
０
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

R3 17人 35人 ー18人

R4 14人 23人  ー9人

R5 24人 40人  ー16人

R6 22人 27人   ー5人

R7 26人 26人 　　0人

入団者数・退団者数の推移
（各年度4月1日時点）

団員数増減
（A）－（B）

退団者数
（B）

入団者数
（A）

　20歳未満     ３人

　20歳代   80人

　30歳代 129人

　40歳代 185人

　50歳代 155人

　60歳以上   86人

町消防団員数年齢別内訳
（令和７年４月１日時点）

は
延
べ
９
７
５
件
、
バ
ー
デ

ハ
ウ
ス
で
は
延
べ
９
６
３
件

と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
団
員
の
福
利
厚

生
の
た
め
、
福
祉
共
済
や
消

防
互
助
会
、
火
災
共
済
の
各

掛
金
を
町
が
負
担
す
る
な
ど

の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

④
資
格
取
得
の
対
象
者
に

よ
っ
て
は
、
個
人
の
資
格
の

格
上
げ
と
な
り
仕
事
の
給
与

な
ど
の
面
で
有
利
と
な
る
場

合
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
や
、

こ
れ
ま
で
に
補
助
金
を
活
用

し
資
格
を
取
得
し
た
団
員
と

の
公
平
性
を
考
慮
し
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
自
己
負
担
を
お

願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
補
助
率
に
つ
い
て

は
、
補
助
事
業
を
実
施
し
て

い
る
他
の
市
町
村
の
動
向
な

ど
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
ほ

か
、
普
通
免
許
で
運
転
が
可

能
な
消
防
車
両
の
導
入
な
ど

に
つ
い
て
、
消
防
団
本
部
お

よ
び
関
係
機
関
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

工 藤 　 愛　議員

答答
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一  般  質  問

質　
問

昨
年
度
、
な
ん
ぶ
ち
ぇ
り

バ
ス
ス
ク
ー
ル
便
の
始
発
が

15
分
程
度
遅
れ
た
こ
と
が
複

数
回
あ
り
、
住
民
か
ら
大
変

困
っ
た
と
い
う
声
が
届
い
て

い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
次

の
質
問
す
る
。

①
バ
ス
の
遅
延
状
況
の
把
握

と
遅
延
時
の
対
応
は
。
ま

た
、今
後
の
遅
延
防
止
策
は
。

教
育
長
答
弁

①
昨
年
度
、
事
故
に
よ
り
代

車
に
振
り
替
え
て
運
行
し
た

こ
と
に
よ
る
遅
延
が
２
回
、

冬
期
間
に
お
い
て
積
雪
や
路

面
凍
結
に
よ
る
遅
延
が
３

回
、
バ
ス
運
行
事
業
者
の
配

車
ミ
ス
に
よ
る
運
休
が
１
回

あ
っ
た
と
把
握
し
て
い
る
。

　
バ
ス
運
行
事
業
者
に
対

し
、
遅
延
な
ど
の
第
１
報
は

学
校
に
す
る
こ
と
を
指
示

し
、
学
校
は
保
護
者
に
一
斉

メ
ー
ル
を
送
信
し
、
速
や
か

に
情
報
を
伝
達
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
遅
延
防
止
策
と
し

て
、
車
両
の
日
常
点
検
を
は

じ
め
、
道
路
状
況
や
気
象
情

報
に
応
じ
た
バ
ス
の
運
行
に

努
め
る
よ
う
に
、
バ
ス
運
行

事
業
者
へ
要
請
し
て
い
る
。

なんぶちぇりバススクール対応なんぶちぇりバススクール対応
便における遅延時の対応は。便における遅延時の対応は。

質　
問

今
年
３
月
、
新
郷
村
議
会

に
お
い
て
、
村
長
車
の
不
適

切
使
用
を
問
わ
れ
る
一
幕
が

新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、次
の
質
問
す
る
。

①
懇
親
会
付
き
の
行
事
や
会

合
に
出
席
し
た
際
、
二
次
会

に
も
参
加
し
、
町
長
車
を
深

夜
ま
で
利
用
し
た
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
利
用
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

②
運
転
手
（
職
員
）
の
時
間

外
勤
務
手
当
の
支
給
状
況
は
。

③
町
長
の
出
身
校
の
同
窓
会

に
町
長
車
を
利
用
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
情
報
が
あ
っ
た

が
、
私
用
で
公
用
車
を
使
う

こ
と
も
あ
る
の
か
。

町
長
答
弁

①
意
見
交
換
や
情
報
交
換
の

場
面
が
継
続
す
る
二
次
会
に

参
加
す
る
際
に
、
町
長
車
を

遅
く
ま
で
利
用
す
る
こ
と
は

あ
っ
た
。
参
加
者
と
の
関
係

性
を
考
慮
し
、
情
報
交
換
が

町
政
の
推
進
に
役
立
つ
も
の

で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、

二
次
会
で
の
町
長
車
の
利
用

も
必
要
だ
と
考
え
る
。
し
か

し
、
二
次
会
の
公
務
性
を
否

定
す
る
意
見
も
出
さ
れ
て
い

る
の
で
、
今
後
は
控
え
た
い
。

②
予
算
の
範
囲
内
で
時
間
外

勤
務
手
当
を
支
給
し
て
い

る
。
ま
た
、
週
休
日
に
勤
務

し
た
分
は
振
替
す
る
こ
と
も

で
き
、
一
部
は
代
休
に
振
替

え
て
い
る
。

③
質
問
の
同
窓
会
は
、
大
学

か
ら
教
授
・
校
友
会
会
長
な

ど
も
出
席
し
、
南
部
町
の
Ｐ

Ｒ
、
合
宿
誘
致
な
ど
の
話
も

す
る
な
ど
、
半
分
公
務
的
な

感
覚
で
捉
え
て
い
た
。
ま

た
、
公
務
で
の
疲
労
の
蓄
積

か
ら
、
自
身
で
運
転
す
る
こ

と
に
不
安
を
感
じ
、
町
長
車

を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
判
断
は

緊
張
感
に
欠
け
合
理
的
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
反
省
し

て
い
る
。
自
身
の
給
料
の
減

額
処
分
を
考
え
、
本
定
例
会

最
終
日
に
追
加
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　
町
長
車
の
利
用
は
、
公
務

で
の
利
用
が
原
則
で
あ
り
、

町
民
の
皆
様
に
疑
念
を
抱
か

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
注

意
し
て
い
く
。

問問

答答 バス運行事業者、学校、保護者バス運行事業者、学校、保護者
と連携・協力し対応している。と連携・協力し対応している。

小 橋 昭 裕　議員

公
務
利
用
の
原
則

公
務
利
用
の
原
則

に
則
っ
と
り
運
用
す
る
。

に
則
っ
と
り
運
用
す
る
。

答答

公
用
車
（
町
長
車
）

公
用
車
（
町
長
車
）

の
適
正
な
運
用
を
。

の
適
正
な
運
用
を
。

問問
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質　
問

令
和
７
年
３
月
定
例
議
会

の
予
算
案
提
出
理
由
の
説
明

に
お
い
て
、「
ワ
イ
ズ
ス
ペ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
基
本
と
し
」

云
々
の
発
言
が
あ
っ
た
が
、

予
算
編
成
の
考
え
方
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

①
令
和
７
年
度
予
算
書
の
ど

の
項
目
に
ワ
イ
ズ
ス
ペ
デ
ィ

ン
グ
の
取
組
が
反
映
さ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
地
方
自
治

法
第
２
条
第
14
項
お
よ
び
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
の
相
違

点
と
整
合
性
は
。

町
長
答
弁

①
ワ
イ
ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
は
一
般
的
に
「
賢
い
支

出
」
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
、
法
令
に
基
づ
き
実
施
す

る
事
業
を
除
い
て
、
こ
の
概

念
の
も
と
、
予
算
を
編
成
し

て
い
る
。
費
用
対
効
果
を
踏

ま
え
た
事
業
の
優
先
順
位
付

け
や
取
捨
選
択
を
厳
格
に
行

う
な
ど
、
適
正
な
予
算
と
な

る
よ
う
編
成
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
自
治
法
第
２

条
第
14
項
に
あ
る
「
地
方
公

共
団
体
は
、
そ
の
事
務
を
処

理
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
住

民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
る

と
と
も
に
、
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
す
る
条
項
を
遵
守
し
、
予

算
を
執
行
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
に
基

づ
く
予
算
要
求
と
ワ
イ
ズ
ス

ぺ
デ
ィ
ン
グ
に
基
づ
く
予
算

編
成
に
よ
り
、
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

一般質問、議員研修等

予算編成における「ワイズス予算編成における「ワイズス
ペンディング」の考え方は。ペンディング」の考え方は。

問問

答答 費用対効果を踏まえた事業の順費用対効果を踏まえた事業の順
位付けと選択を行っている。位付けと選択を行っている。

川守田　稔　議員

県下町村議会議員研修会県下町村議会議員研修会
　７月10日、議員は青森市（ホテル青森）で
開催された県下町村議会議員研修会に参加し
ました。
■ 講  師　政治アナリスト 伊 藤 惇 夫 氏
■ 演  題　今後の政局・政治展望　

　７月15日、議員は三戸町（住谷野）で開
催された連携中枢都市圏の形成に関する勉強
会に参加しました。
■ 講  師   総務省自治行政局

　　　　      行政経営支援室長兼地域DX
　　　　　　推進室長　村 上 仰 志 氏
■ 演  題　自治体DXの現在地

連携中枢都市圏の形成に関する勉強会連携中枢都市圏の形成に関する勉強会
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主な議案（第１３３回臨時会）

第第
133133
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

臨臨
時時
会会

　
第
１
３
３
回
臨
時
会
は
、
７
月
11
日
に
行
わ
れ
、

一
般
会
計
補
正
予
算
や
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な

ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

    

予
　
算

予
　
算

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）

▼
　
埼
玉
県
白
岡
市
の

市
役
所
火
災
に
対
す
る

災
害
支
援
金
と
し
て
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
30
万
円
を
追
加

し
、
予
算
の
総
額
を

１
２
９
億
6
７
３
８
万
8

　
千
円
と
し
た
。

　
　
ま
た
、
同
報
系
防
災
行

政
用
無
線
更
新
事
業
に
つ

い
て
、
２
か
年
度
に
わ
た

る
継
続
費
を
追
加
し
た
。

主
な
議
案

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
同
報
系
防
災
行
政
用
無

線
更
新
工
事
）

▼
　
親
局
設
備
や
遠
隔
制
御

設
備
等
の
既
存
設
備
を
更

新
す
る
ほ
か
、
屋
外
拡
声

子
局
ス
ピ
ー
カ
ー
の
高
性

能
化
、
庁
舎
外
か
ら
も
配

信
が
可
能
な
端
末
の
導
入

な
ど
を
行
う
も
の
。

　
※
詳
細
は
ペ
ー
ジ
下
段
。

  【
請
負
代
金
】

６
億
６
千
万
円

  【
契
約
の
相
手
方
】

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ド
バ
ン
ス
テ
ク

ノ
ロ
ジ
株
式
会
社
　
代
表

取
締
役
社
長
　
伊
藤
匡

契
　
約

契
　
約

防
災
行
政
用
無
線
・
来
年
度
に
か
け
更
新

防
災
行
政
用
無
線
・
来
年
度
に
か
け
更
新

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
（
福
地
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
）

▼
　
ト
イ
レ
を
和
式
か
ら

洋
式
に
改
修
す
る
も
の
。

  【
請
負
代
金
】

６
８
６
６
万
４
２
０
０
円

  【
契
約
の
相
手
方
】

有
限
会
社
石
橋
工
業
　

　
代
表
取
締
役
　
石
橋
寛

■
財
産
の
取
得
（
小
中
学

校
電
子
黒
板
）

▼
　
電
子
黒
板
と
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
ス
タ
ン
ド
を
各
小

中
学
校
に
配
置
す
る
も
の
。

  【
売
買
代
金
】

６
０
８
万
３
千
円

  【
契
約
の
相
手
方
】

K
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
柏
崎
広
仲

更新する防災行政用無線の特徴など

◇無線方式から、携帯キャリア網を利用した方式になることで、　
　役場庁舎が被災した場合も、遠隔地から放送できます。
◇スマートフォンアプリでも放送内容を確認できます。

２.通信に携帯キャリア網を利用します

１.スピーカーが新しくなります
◇高性能スピーカーに取り替えますので、近くでも遠くでも聞き 
   取りやすい音声を届けます。
◇合成音声が劣化しない通信方式のため、音質が向上します。

3.子局およびシステムの異常・障害へ迅速に対応します
◇子局およびシステムの稼働を24時間365日監視するため、異常・　

障害をいち早く検知し、町内に設けた保守拠点から、迅速に
　修理などの対応をします。

　新しい防災行政用無線システムの運用開始は、令和８年度中
を予定しています。
　令和８年４月頃から順次、スピーカー等の設置工事を行いま
すので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
  　　　　　　　　　　　　　　問合せ　総務課　☎0178-76-2111
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有権者に聞く～名農生の声～

有
権
者
に
聞
く

有
権
者
に
聞
く

　

～
名
農
生
の
声
～

　

～
名
農
生
の
声
～

「
研
究
を
通
じ
て
農
業
分
野

の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」

今
月
号
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
、

今
月
号
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
、

久
保
利
樹
委
員
長
で
す
！

久
保
利
樹
委
員
長
で
す
！

Vol.6Vol.6

Q
南
部
町
の
魅
力
は
？

　
子
育
て
支
援
が
充
実
し
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク（
小
公
園
）

が
整
備
さ
れ
て
い
た
り
、
友

達
と
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

飲
食
店
が
あ
っ
た
り
す
る
な

ど
、
暮
ら
し
や
す
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。　

　
ま
た
、
町
外
か
ら
通
う
名

農
生
へ
も
修
学
支
援
金
の
給

付
な
ど
が
あ
り
、
学
校
支
援

も
町
の
魅
力
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

Q
名
農
高
の
魅
力
は
？

　
資
本
金
を
元
手
に
農
作
物

の
栽
培
か
ら
販
売
ま
で
挑
戦

す
る
「
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

は
、
環
境
シ
ス
テ
ム
科
な
ら

で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
で
面
白
い

科
目
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
課
題
研
究
で
は
、

コ
ン
テ
ス
ト
で
の
発
表
を

通
じ
て
、
研
究
成
果
を
評

価
し
て
い
た
だ
き
、
夢
を

も
っ
て
学
べ
る
環
境
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

Q
将
来
の
夢
は
？

　

課
題
研
究
の
成
果
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
農

業
に
携
わ
り
な
が
ら
、
人

の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
町
役
場
な
ど
公

務
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
対
談
を
通
じ
、

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
自
分
の
思
い

を
発
信
で
き
る
と
い
う
意

味
で
、
議
員
と
い
う
仕
事

も
魅
力
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

  

記
録
的
な
猛
暑
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

熱
中
症
に
十
分
ご
注
意
い

た
だ
き
、
健
康
に
留
意
し

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
議
会
は
、
町
民

の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、
活
動
し
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会
　

  

委
員
長
　
久
保
利
樹
　
記

　

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
た
の
は
、
名
久
井
農

業
高
校
３
年
、
環
境
シ
ス

テ
ム
科
の
中
居
く
ら
ら
さ

ん
。
農
業
の
研
究
に
没
頭

す
る
彼
女
は
、
昨
年
課
題

研
究
の
発
表
で
「
日
本
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水

大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
輝

い
た
メ
ン
バ
ー
の
一
員
。

農
業
を
通
じ
て
社
会
貢
献

し
た
い
と
い
う
真
っ
直
ぐ

な
思
い
が
印
象
的
で
し
た
。

☆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
　
　
（
久
保
利
樹
委
員
長
）

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
雑

談
の
中
で
、
若
者
の
投
票

率
を
上
げ
て
行
く
ア
イ
デ

ア
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
投
票
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
飲
食
店
な
ど
の

身
近
な
施
設
で
の
投
票
所

設
置
な
ど
、
投
票
環
境
の

整
備
も
有
効
に
な
る
と
感

じ
ま
し
た
。
投
票
の
敷
居

を
下
げ
る
よ
う
な
工
夫
も

重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。インタビューをする久保利樹委員長インタビューをする久保利樹委員長

名久井農業高校３年　中居くららさん名久井農業高校３年　中居くららさん

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
次回、定例会は９月１日（月）から
開会する予定です。

　本会議は、どなたでも傍聴できます。
日程詳細は決まり次第、町ホームペー
ジによりお知らせします。
　お気軽にお問い合わせください。
　　　  議会事務局　☎0178-38-5971

広報なんぶちょう 8月号35



モモ畑での実習

モモの栽培とJGAP認証に取り組んでいます！

生物生産科果樹班は、35アールの畑でモモの
栽培を行っており、4年前から継続してJGAP認
証（農業の安全や環境保全に関する取り組み）
を取得しています。

JGAPの管理点は19分野あり、難易度の高い
項目を3年生が、理解しやすい項目を2年生が担
当。それぞれが責任を持って取り組んでいます。

管理点には、農業の専門知識だけでなく、法
律に関する内容も含まれるため、授業では調べ
て理解を深めるだけでなく、意見を出し合った
り、現場での理解を大切にしています。

また、特に重視している「リスク評価」では、

労働事故や食品事故を未然に防ぐにはどうすべ
きかを話し合い、作業手順やルールの見直しを
行っています。

圃場での実践を通して、現場に即した知識と
対応力を養い、安全で持続可能な農業をめざし
ていきます!

リハーサル大会

青森県南部町会場青森県南部町会場

リハーサル大会リハーサル大会

青森県南部町会場

第61回全国社会人サッカー選手権大会
と き 10月11日(土)・12日(日)
ところ ふるさと運動公園陸上競技場

第 回全国社会人サッカー選手権大会

リハーサル大会は、競技会運営能力の向上や県民の国スポ及び競技に
対する関心を高め、理解を深めるとともに、国スポ開催の気運醸成を
図ることを目的として、国スポ開催までの間に各会場において行われ
る大会です。
令和8年10月には、南部町で少年女子サッカー競技が開催されます！
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